
令和８年４月１日発行 第 488 号

★金利優遇実施中★

各種ローン
ネット受付

２４時間お申込みできます!

理事長　横田　勝之
〒647-0004 新宮市大橋通３丁目１ー４

（１）

令和８年３月１日現在、新宮市の世帯数・男女別人口

総世帯数／13,973世帯 男／11,709人
女／13,482人 合計／25,191人

新
宮
商
工
会
議
所
を

是
非
ご
利
用
下
さ
い
！

経
営
に
関
す
る
お
悩
み
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？



令和８年４月１日発行第 488 号

エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
は
、

新
分
野
の
開
拓
や
新
商
品
の
開

発
を
は
じ
め
、
企
業
の
体
質
改

善
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
小
規
模
企
業
に
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
（
専
門
家
）
を
直
接
派

遣
し
て
、
具
体
的
・
実
践
的
な

指
導
・
助
言
に
よ
り
、
問
題
解

決
を
図
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

制
度
で
す
。

■
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
の
特

色
に
つ
い
て

①
相
談
は
、
１
企
業
３
回
ま
で

無
料
で
す
。

但
し
、
同
じ
テ
ー
マ
で
派
遣

す
る
場
合
、
１
～
３
回
と
も
同

レ
ベ
ル
の
指
導
を
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
各
回
、
相
談

内
容
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
必

『
こ
ん
な
時
に

　

是
非
ご
利
用
下
さ
い
！！
』

★
技
術
指
導
を
受
け
て
、

　

新
製
品
の
開
発
を
し
た
い
。

★
経
営
の
合
理
化
、

　

社
員
教
育
を
し
た
い
。 

★
製
品
の
個
性
化
、

　

高
級
化
を
図
り
た
い
。

★
パ
ソ
コ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

方
法
を
知
り
た
い
。

★
生
産
工
程
の
改
善

（
自
動
化
・
省
力
化
・
制
御
）

を
図
り
た
い
。

★
特
産
品
を
利
用
し
て

新
商
品
を
つ
く
り
た
い
。 

★
照
明
・
色
彩
・
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
・
店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考

え
た
い
。 

★
新
し
い
販
売
戦
略
を
展
開
し

た
い
。（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・

経
営
分
析
・
商
品
管
理
）

お
気
軽
に
ご
相
談
、
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

︿
お
問
合
せ
先
﹀

　

新
宮
商
工
会
議
所

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
２
２
―
５
１
４
４

（２）

専
門
家
派
遣
制
度
『
エ
キ
ス
パ
ー
ト
・
バ
ン
ク
』

ご
相
談
は

「
１
企
業
派
遣
３
回
ま
で
無
料
」
と
な
り
ま
す
！

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

要
で
す
。
実
作
業
を
伴
う
場
合

は
有
料
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い

ま
す
。

②
直
接
企
業
を
訪
問
し
、
相
談
・

指
導
を
行
い
ま
す
。

技
術
・
知
識
を
持
っ
た
専
門

家
の
実
践
的
な
指
導
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
秘
密
厳
守
）

③
利
用
分
野
は
広
範
囲
で
す
。

新
製
品
の
開
発
や
パ
ソ
コ

ン
・
Ｉ
Ｔ
の
有
効
活
用
・
経

営
管
理
な
ど
、
よ
り
的
確
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

④
小
規
模
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、

中
小
企
業
に
も
派
遣
可
能
で

す
。

県
内
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。



令和８年４月１日発行 第 488 号

全
国
す
べ
て
の
事
業
所
・
企

業
を
対
象
と
し
た
「
経
済
セ
ン

サ
ス
―
活
動
調
査
」
が
６
月
１

日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ

の
調
査
は
、
全
産
業
分
野
の
売

上
金
額
や
、
費
用
な
ど
の
経
理

事
項
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
日

本
全
体
の
経
済
活
動
の
変
動
や

動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

４
月
以
降
に
各
事
業
所
・
企

業
宛
て
に
調
査
書
類
が
届
き
ま

す
の
で
、
ご
回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（３）

　

こ
の
制
度
は
、
経
済
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
商
工
業
の
活

性
化
と
育
成
を
図
る
た
め
、
経

営
の
安
定
化
と
発
展
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
対
象
と
な

る
融
資
制
度
を
受
け
た
者
に
対

し
、
そ
の
利
子
の
一
部
を
補
給

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

《
対
象
融
資
制
度
》

■
日
本
政
策
金
融
公
庫

・
小
規
模
事
業
者

　

経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）

・
生
活
衛
生
改
善
貸
付
（
設
備

の
み
）

■
和
歌
山
県

・
小
企
業
応
援
資
金
（
特
小
）

《
対
象
者
》

①
新
宮
市
内
に
住
所
を
有
す
る

者
で
、
市
内
の
事
業
所
で
同

一
事
業
を
引
き
続
き
１
年
以

上
営
む
者
、
又
は
市
内
に
本

店
を
有
す
る
法
人
で
同
一
事

業
を
引
き
続
き
１
年
以
上
営

む
法
人
。

②
市
税
（
国
民
健
康
保
険
税
を

含
む
）
を
完
納
し
て
い
る
者
。

③
利
子
補
給
対
象
融
資
制
度
を

各
償
還
期
日
毎
に
償
還
し
て

い
る
者
。

《
利
子
補
給
の
額
》

①
利
子
補
給
利
率

　

年
利
１
．
３
％
以
内

②
補
給
額
上
限　

年
10
万
円

③
利
子
補
給
期
間　

借
入
期
間

の
範
囲
内
、
３
年
を
限
度

●
返
済
利
息
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度

新
宮
市
商
工
業
活
性
化
資
金

利
子
補
給
制
度
の
ご
案
内

利
子
補
給
率
1.3
％！

新
宮
市
よ
り

　
令
和
8
年

　
経
済
セ
ン
サ
ス

　
　 

活
動
調
査

へ
の
回
答
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
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こ
の
た
び
、
新
宮
商
工
会
議

所
青
年
部
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
㈱
川
合
組
の
川
合

康
介
と
申
し
ま
す
。

当
社
は
、
創
業
者
で
あ
る
祖

父
の
代
よ
り
、「
良
い
物
を
造
っ

て
社
会
に
貢
献
す
る
」
こ
と
を

目
標
と
し
て
土
木
工
事
の
施
工

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

青
年
部
で
は
、
こ
れ
ま
で
と

は
異
な
る
形
で
地
域
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
る
と
と

も
に
、
多
く
の
方
々
と
の
関
わ

り
を
通
じ
て
自
身
の
成
長
に
も

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
新
宮
商
工
会
議
所
青

年
部
に
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く

事
と
な
り
ま
し
た
平
野
貴
之
と

申
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
幾
度

と
な
く
、
た
く
さ
ん
の
方
か
ら

お
誘
い
頂
い
て
い
た
の
で
す
が
、

47
歳
と
な
り
ま
す
本
年
、
残
り

少
な
い
青
年
経
済
人
と
し
て
活

動
し
よ
う
と
入
会
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

株
式
会
社
平
野
商
会
は
土

木
建
設
業
を
生
業
と
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
法
面
工
事
（
落
石
対

策
）
に
重
き
を
お
い
て
、
本
年

39
年
目
を
迎
え
ま
す
。
代
表
取

締
役
と
な
り
４
年
の
月
日
が
流

れ
ま
し
た
が
、
昨
今
の
急
激
な

経
済
変
化
、
人
材
確
保
の
困
難

等
に
よ
り
大
き
な
変
革
の
時
を

迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
地
域
経

済
の
一
翼
を
担
う
青
年
部
の
皆

様
に
お
声
が
け
い
た
だ
け
た
こ

と
は
、
今
後
の
自
身
の
方
針
を

見
極
め
る
最
良
の
場
で
あ
る
と

判
断
し
た
こ
と
、
自
身
も
ま
た

地
域
経
済
に
貢
献
で
き
る
一
翼

に
加
わ
れ
れ
ば
と
思
い
入
会
を

決
断
い
た
し
ま
し
た
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
の

私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
と

楽
し
く
こ
の
新
宮
市
を
よ
り
良

き
街
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

（４）

令
和
７
年
３
月
５
日
、
新
宮

商
工
会
議
所
に
て
「
令
和
８
年

度
に
向
け
た
決
起
集
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
は
、

新
宮
商
工
会
議
所
青
年
部
40
周

年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
と

と
も
に
、
和
歌
山
県
商
工
会
議

所
青
年
部
連
合
会
（
以
下
「
県

連
」）
の
会
長
を
当
会
よ
り
輩

出
し
、
県
連
を
主
管
す
る
年
度

と
な
り
ま
す
。
例
年
よ
り
も
事

業
が
多
い
年
度
に
な
る
為
、
改

め
て
新
宮
商
工
会
議
所
青
年
部

の
組
織
や
歴
史
、
日
本
お
よ
び

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
の
連
合
会
の
仕

組
み
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
本
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
令
和
８
年
度
会

長
予
定
者
で
あ
る
私
よ
り
「
新

宮
商
工
会
議
所
青
年
部
に
つ

い
て
」
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
県
連
を
代
表
し
て
日

本
商
工
会
議
所
青
年
部
へ
の
出

向
を
予
定
し
て
い
る
藤
社
君
よ

り
、「
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
・
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
８

年
度
三
役
予
定
者
よ
り
来
年
度

の
抱
負
が
語
ら
れ
、
懇
親
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
、
岡
島
県
連
会

長
予
定
者
お
よ
び
藤
社
代
表
理

事
予
定
者
の
２
名
に
加
え
、
次

年
度
出
向
予
定
者
や
委
員
長
予

定
者
も
そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。
本
会
に
は
29
名
の
会

員
が
参
加
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
本
会
の
開
催
を

通
じ
て
、
会
員
相
互
の
交
流
が

深
ま
る
と
と
も
に
、
令
和
８
年

度
に
向
け
た
機
運
が
一
層
高
ま

り
ま
し
た
。

新宮市神倉１-６-５

花で感動を

ＴＥＬ．０７３５-２２-６９０６　ＦＡＸ．０７３５-２２-０９６２

株式会社 花　清
イーフローラ

フジテレビフラワーネット

ジャパンフラワーネット

加盟店

慶弔生花・花束・アレンジメント・シャボンフラワー・胡蝶蘭

「人間万事塞翁が馬　
　　　　　　　～発展と備え～」

下
原
　
久
幸
（
下
原
自
動
車
㈱
）

御
坊
商
工
会
議
所
青
年
部

創
立
30
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
て

杉
本
　
雄
一
朗
（
㈱
紀
南
酸
素
熔
材
店
）

令
和
8
年
度
に
向
け
た
決
起
集
会

を
開
催

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
の

第
45
回
全
国
大
会
「
つ
る
舞
う

形
の
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
い
せ
さ
き
大

会
」
が
２
月
24
日
〜
28
日
、
群

馬
県
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
実
は
、
青
年
部
の
第
１
回

全
国
大
会
の
開
催
地
が
群
馬
県
。

ほ
ぼ
日
本
を
１
周
し
て
、
始
ま

り
の
地
へ
と
戻
っ
て
き
た
の
で

す
。和

歌
山
県
代
表
理
事
予
定

者
の
私
は
、
24
日
に
群
馬
入
り
。

翌
25
日
に
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
役
員

き
た
活
動
は
、
地
域
と
の
つ
な

が
り
そ
の
も
の
で
も
あ
り
、
式

典
で
は
そ
の
重
み
を
改
め
て
感

じ
る
場
面
が
随
所
に
見
ら
れ
ま

し
た
。

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
、
先
人
へ
の
感
謝

と
次
代
へ
の
期
待
が
交
差
す
る

節
目
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
、
新
宮
商
工
会
議
所
青

年
部
も
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
御
坊
商
工
会
議
所
青
年
部

の
歩
み
に
学
び
な
が
ら
、
地
域

に
根
ざ
す
活
動
を
一
層
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
な
ど
諸
会
議
に
臨
み
ま
し
た
。

役
員
会
で
は
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
全
国

会
長
会
議
の
内
容
や
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
構
築
案
、
Ｙ
Ｅ
Ｇ

研
究
会
に
つ
い
て
な
ど
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
夜

は
太
田
市
で
大
々
的
に
前
泊
者

懇
親
会
を
実
施
。
群
馬
の
名
物

や
太
鼓
演
奏
、
有
名
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
ラ
イ
ブ
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

26
日
に
、
新
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か

ら
下
原
久
幸
会
長
は
じ
め
メ
ン

バ
ー
５
人
が
群
馬
に
合
流
。
い

つ
も
心
が
ホ
ッ
と
す
る
瞬
間
で

す
。
会
員
総
会
で
は
私
・
藤
社

が
代
表
理
事
紹
介
で
舞
台
に

登
壇
。
下
原
会
長
も
単
会
を

代
表
し
て
し
っ
か
り
審
議
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
夜

の
大
懇
親
会
は
な
ん
と
フ
ェ

ス
形
式
で
、
ス
ピ
ナ
ビ
ル
や

G-FREA
K

 FA
CT

O
RY

と

い
っ
た
人
気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

藤
社
　
あ
ゆ
み
（
あ
ら
た
ま
デ
ザ
イ
ン
）

全
国
大
会
＠
群
馬

渾
身
の
懇
親
会
に
感
激

ラ
イ
ブ
、
大
量
の
出
店
、
足
湯

や
サ
ウ
ナ
な
ど
、
本
当
に
大
変

だ
っ
た
だ
ろ
う
と
偲
ば
れ
る
設

え
に
感
激
。
多
く
の
人
の
笑
顔

が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
す
が

群
馬
、
セ
ン
ス
と
ジ
ャ
ス
テ
ィ

ス
の
塊
で
す
。

27
日
に
は
、
式
典
会
場
を
退

出
し
て
か
ら
、
せ
っ
か
く
の
群

馬
を
少
し
で
も
楽
し
み
た
い
と

い
う
目
論
見
で
世
界
遺
産
の
富

岡
製
糸
場
を
駆
け
足
で
見
学
。

平
日
と
あ
っ
て
人
出
も
少
な
く
、

の
び
の
び
と
見
学
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

来
年
度
の
全
国
大
会
は
、
お

隣
の
奈
良
県
。
か
な
り
参
加
し

や
す
い
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
メ

ン
バ
ー
に
参
加
し
て
み
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
！

２
月
21
日
、
御
坊
市
の
花
ご

坊
に
て
御
坊
商
工
会
議
所
青
年

部
創
立
30
周
年
記
念
式
典
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
御
坊

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
や

歴
代
会
長
ら
が
出
席
し
、
こ
れ

ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
な
が

ら
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

若
手
経
済
人
の
集
ま
り
と
し

て
発
足
し
た
御
坊
商
工
会
議
所

青
年
部
は
、
地
域
行
事
へ
の
参

画
や
事
業
活
動
を
通
じ
、
地
元

経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
ま
し
た
。
30
年
と
い
う

年
月
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て

新
入
会
員
紹
介

平
野
　
貴
之

（
㈱
平
野
商
会
）

新
宮
市
船
町
１
―
１
―
９

０
７
３
５
―
22
―
３
０
７
９

川
合
　
康
介

（
㈱
川
合
組
）

新
宮
市
新
町
2
―
１
―
10

０
７
３
５
―
29
―
７
６
１
８


